
編集委員を拝命して以来，本学

会誌への多くの方々の寄与を実感

しております．皆様のご貢献に感謝いたします．

ところで，最近，「ギャンブル飯」を目的に各地の公営競

技場に通っています．競艇や競輪など，それぞれの競技は

奥が深いようで，レースには手が出せていませんが，鉄火

場をオドオドしながら徘徊しているうちに JT-60U の実験

の時と似た感覚を覚えることに気が付きました．例えば競

艇の場合，①専門紙・予想屋・展示航走などの情報を参考

に投票先を検討，②投票先の決定・舟券の購入，③締切２

分前，１分前，締切などの放送の後レーススタート，④レー

ス中，コーナーでの競り合いなどにより，「おーっ！�」，

「あ～�」の声，⑤レース終了・次のレースの投票準備，の

ような流れになります（←超素人の目線です）．JT‐６０U

の実験では，①過去の実験や予測計算の結果を参考に実験

条件を検討，②実験条件の決定・入力，③放電２分前，１

分前などのカウントダウンの後プラズマ放電開始，④放電

中，プラズマの挙動により，「おーっ！�」，「あ～�」の

声，⑤放電終了・次の実験条件の準備，といった流れでし

た．ほとんどコピペです．また，実験では新しい結果を得

るために挑戦的な条件を選択することがありましたが，一

方で不安定性の発生などにより期待したデータにならない

可能性も高くなります．まさにギャンブル最先端の研究で

す．このほか，実験では運転時間内に多くの放電を行うた

めにスピード感が大事でした．競技場でレース情報を表示

するモニタを凝視して何かを書き留めた後に投票を急ぐご

高齢のファンを見てこの点でも似た感覚を覚えました．

JT-60SAのファーストプラズマが来年に予定されていま

す．久しぶりにプラズマが見られるのが楽しみな一方，あ

のプレッシャーが蘇ると思うと複雑な気持ちにもなりま

す．リラックスする意味で，競技場のように，ビールに加

えモツ煮込み・焼き鳥・アジフライ・ゲソフライ・焼きそ

ば・タンメンなどが利用できるとよいのですが…．

（諫山明彦）
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